
 

 

 
 
 

2023 年度 慶應義塾大学  
【 講 評 】 

昨年に比べて易化した。120 分で 2科目なので時間的には厳しいが，本大学受験者であれば７割以
上は解きたい。 
今年は知識問題はなくなった。記述部分も例年に比べれば考えやすい。しかしながら，普段から現

象を考えながら学習していないと，答えにくいことには変わりない。 
Ⅰ 例年に比べて問題数が減少。問１・２は解きやすい。問３は大気圧の根本理解ができていないと
解けない問題である。 

Ⅱ フェルマーの原理・屈折の法則・レンズに関する問題。誘導にのっていけば問１（a）（b），２
（d）～（h）は解けるであろう。しかし，近似など，計算量が多いので，計算力も必要である。問４
は問３をいかにして用いるかが鍵となった。 
Ⅲ 電気・原子の融合問題。問１は素早く完答したい。問２は（c）でつまずかなければ，（d）
（e）は解けたであろう。（f）は普段から考えながら学習しているかで差が出る。また，電子の電荷
が q （＜0 ）で与えられたので，絶対値のつけ忘れに注意したい。 

 

解答速報 物理 



【　解　答　・　解　説　】	

Ⅰ ． 

解　答	

 問１　0.25 K  問２　   問３　  

解　説	

問１ 水の質量を m 〔kg〕，重力加速度の大きさを g ，落下距離を  ，水の比熱 ，水の温度上昇を 

とすると，エネルギー保存則より 

   g  
 数値代入して 

         0.25 K 

問２  , の半減期をそれぞれ  ，  ，元素合成が行われてから現在までの時間を  とすると， 

     

    

 両辺に底を 2 とする対数をとって，整理すると 

    

 数値代入すると 

          億年前 

 
問３ 地上に存在する全ての空気の分子の数を 〔mol〕とすると，大気圧  は 

    

 と表せる。これを  について整理すると    
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Ⅱ ． 

解　答	

 Ⅰ 問１ （a）  

   （b）  

   （c） 経路 A→B→D において，B における屈折に対して，入射角を  ，屈折角を 

      とすると，屈折の法則は  となる。また，図形的に 

     ，  となる。これを代入すると， 

    　あ　＝０と一致する。 

  問２ （d） 　，  

   （e）  

   （f）  

   （g）  

   （h） （g）に 与えられた  を代入すると  となる。網膜の位置を 

     と考えると，眼球が本問のような球形であると，網膜の奥側に結像す 

    ることになってしまう。よって，角膜部分を盛り上げることで，結像位置を 

    手前側にしている。 

  問３ （i） ③ 

   （j） ⑦ 

  問４ 図４における凸レンズが角膜に，スクリーンが網膜に対応する。図４(A)が鏡に映さ 

   ず直接見た場合，図４(C)が鏡に映した場合に対応している。問３の解答から図４(A) 

   と(C)では左右が逆になっているだけであり，上下はともに逆さまで同じである。 

   よって，モノを直接見た場合と，鏡に映した場合とでは，左右が逆になるが，上下 

   は同じである。 

解　説	

　問１ （a）    

  に， 

     ，  

  を代入して 

     

1
c { x2 + y2 + n (x1 − x)2 + y2}

x
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α
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− 1
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 （b）  は（a）の  を  で置き換えたものなので 

     

  ここで，与えられた近似を用いると 

     

  と表せる。よって 

     

 （c） 解答の通り 

　問２ （d） 右図より 

   　，  

 （e） 求める角度は右図の  なので，平行線の錯角より 

    
 （f） 右図より屈折光の傾きは 

    

  なので  を代入して 

    

 （g） 屈折光の方程式は 

    
  を通り， 

   傾き：  

  の直線なので 

    

  これを整理して 

    

  これの切片部分を近似すると 

    

  ここで，屈折の法則より 

    
  に近似を用いて 
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  を代入すると       

 （h） 解答の通り 

　問３ 解答の通り 

　問４ 解答の通り 

n
n − 1 R



Ⅲ ． 

解　答	
 問１ （a）  F  （b）　  C 

 問２ （c）  W 

  （d）  

  （e） 名称：X線  最短波長：  m 

  （f） 問題点：ターゲット金属に電子が打ち込まれるため，陽極（端子A）とターゲット金 

    属（端子D）の間に電場が生じ，電子はその力を受ける。そのため，一定の 

    エネルギーで電子を打ち込むことができない。 

   改善方法：端子Aと端子Dの間に電位差ができなければよいので，端子A，Dを結線 

    する。 

解　説	

問１ （a）  に数値代入して    F 

 （b）  より 

     

  数値代入して      C 

問２ （c） ターゲット金属に衝突する直前の電子１個がもつ運動エネルギーは 

          　① 

  また，電流の定義より 

     
  よって，単位時間にターゲット金属の入射する電子の数  は 

     

  以上より，ターゲット金属で生じる１秒あたりの熱は，電子の運動エネルギーより 

     

  数値代入して      W 

 （d） 運動方程式より 

     

  これに①式から  を代入して    

 （e）    

  より 

     

  数値代入して      m 

7 × 10−4 1 × 10−2

5.0 × 102

1
R

2mV
|q |

2.5 × 10−10

C = 4πεR 7.2 × 10−4

E = k
Q
r2

Q = Er2

k
1.1 × 10−2

1
2 mv2 = |q |V ⋯

I = |q |N
N

N = I
|q |

1
2 mv2 × N = |q |V × I

|q
= VI

5.0 × 102

m
v2

R
= |q |vB

v B = 1
R

2mV
|q |

|q |V = h
c
λ

λ = hc
|q |V

λ = 2.5 × 10−10



  これは X線の波長領域である。 

 （f）解答の通り 


